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姫
路
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

村
井
源
七

　

昨
年
四
月
に
思
い
も
か
け

ぬ
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
早

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
中
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
姫
路
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
そ
し
て
Ｓ

Ｐ
Ｃ
作
戦
な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
輩
諸

兄
の
ご
指
導
と
、
ご
協
力
の
お
陰
で
な
ん
と
か
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
『
何
事
も
与
え
ら
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
一
生
懸
命
』

だ
け
を
信
条
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
な

に
大
勢
の
人
が
参
加
す
る
大
き
な
行
事
は
初
め
て

で
、
そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
二
年
目
の
今

年
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
心

掛
け
、
全
て
の
行
事
に
取
り
組
み
た
い
と
心
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。そ
し
て
今
年
度
も
、『
元
気
で
楽
し
く
』

諸
事
業
に
参
加
し
、『
生
涯
現
役
』
の
目
標
に
向
け
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

二
年
目
の
心
構
え
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平成２９年６月１日 第９８号　２

理　

事 　
 

難　

波　

正　

幸（
城　

西
）

　
　
　
 　
 

今　

津　
　
　

繁（
船　

場
）

　
　
　
 　
 

下　

田　
　
　

隆（
荒　

川
）

（新）

　
　
　
 　
 

竹　

中　

宗　

三（
高　

岡
）

　
　
　
 　
 

木　

村　

壽　

宏（
高
岡
西
）

（新）

　
　
　
 　
 

酒　

井　

孝　

弘（
花　

田
）

（新）

　
　
　
 　
 

萩　

原　
　
　

猛（
谷　

外
）

（新）

　
　
　
 　
 

角　

谷　

和　

平（
谷　

内
）

（新）

　
　
　
 　
 

馬　

場　

武　

司（
別　

所
）

　
　
　
 　
 

山　

本　

延　

孝（
御
国
野
）

　
　
　
 　
 

早　

瀬　

勝　

宏（
糸　

引
）

　
　
　
 　
 

古　

阪　

一　

昭（
白　

浜
）

　
　
　
 　
 

敷　

名　

徳　

昭（
八　

木
）

（新）

　
　
　
 　
 

松　

尾　

幸
次
郎（
的　

形
）

　
　
　
 　
 

伏　

原　

政　

行（
飾
磨
東
）

　
　
　
 　
 

梶　

本　
　
　

勝（
飾
磨
西
）

　
　
　
 　
 

大　

西　
　
　

弘（
津　

田
）

（新）

　
　
　
 　
 

立　

田　
　
　

博（
英
賀
保
）

　
　
　
 　
 

難　

波　
　
　

功（
高　

浜
）

　
　
　
 　
 

中　

谷　

孝　

一（
妻　

鹿
）

　
　
　
 　
 

八　

尾　

雅　

弘（
広　

畑
）

（新）

　
　
　
 　
 

上　

野　

初　

生（
広
畑
二
）

　
　
　
 　
 

宮　

崎　

正　

昭（
八　

幡
）

　
　
　
 　
 

中　

野　

健　

一（
南
大
津
）

（新）

　
　
　
 　
 

立　

川　

左　

京（
網　

干
）

　
　
　
 　
 

塩　

野　

美　

典（
網
干
西
）

（新）

　
　
　
 　
 

藤　

本　
　
　

正（
余　

部
）

（新）

　
　
　
 　
 

永　

川　

敏　

和（
白　

鳥
）

　
　
　
 　
 

西　

川　

展　

裕（
太　

市
）

　
　
　
 　
 

春　

木　

啓　

示（
曽　

左
）

　
　
　
 　
 

田　

靡　
　
　

巧（
峰　

相
）

（新）

　
　
　
 　
 

三　

村　
　
　

毅（
林　

田
）

　
　
　
 　
 

寺　

井　

洋　

一（
水　

上
）

　
　
　
 　
 

大　

畑　
　
　

稔（
砥　

堀
）

（新）

　
　
　
 　
 

上　

野　

重　

昭（
豊　

富
）

（新）

　
　
　
 　
 

長　

井　

浅　

治（
船　

津
）

（新）

　
　
　
 　
 

雲
丹
亀　
　
　

元（
山　

田
）

　
　
　
 　
 

大　

西　

哲　

朗（
野　

里
）

　
　
　
 　
 

富　

坂　
　
　

正（
城　

北
）

理　

事 　
 

塚　

本　

和　

正（
広　

峰
）

（新）

　
　
　
 　
 

井　

口　

正　

昭（
安
室
東
）

（新）

　
　
　
 　
 

荒　

木　

義　

照（
坊　

勢
）

　
　
　
 　
 

村　

上　
　
　

豊（
古　

知
）

　
　
　
 　
 

藤　

原　

太　

平（
山
之
内
）

　
　
　
 　
 

池　

内　

宏　

行（
菅　

生
）

　
　
　
 　
 

高　

坂　

忠　

良（
上　

菅
）

　
　
　
 　
 

國　

光　
　
　

猛（
莇　

野
）

　
　
　
 　
 

藤　

尾　

茂　

義（
中　

寺
）

（新）

　
　
　
 　
 

上　

月　

一　

朗（
香
呂
南
）

（新）

　
　
　
 　
 

尾　

川　

孝　

行（
安
富
南
）

常
任
理
事 

梅　

澤　

昭　

子（
荒　

川
）

桂　
　
　

七　

郎（
花　

田
）

平　

居　

久　

幸（
南
大
津
）

上　

月　

俊　

弘（
広　

峰
）

元
常
任
理
事 

服　

部　

忠　

彦（
荒　

川
）

理　
　

事 

矢　

部　

泰　

義（
高
岡
西
）

植　

田　

晏　

弘（
津　

田
）

駒　

井　

弘　

隆（
広　

畑
）

薮　

内　

敏　

之（
余　

部
）

清　

水　

正　

文（
安
室
東
）

校
区
女
性
部
代
表 

福　

井　

敬　

子（
高　

岡
）

田　

中　

洋　

子（
広　

畑
）

ク
ラ
ブ
会
長 

三　

宅　

順
之
助（
城　

東
）

大　

西　
　
　

武（
城　

東
）

佐　

野　

士　

郎（
手　

柄
）

山　

名　
　
　

司（
高　

岡
）

富　

田　
　
　

弘（
飾
磨
西
）

福　

島　

敏　

之（
英
賀
保
）

河　

村　
　
　

榮（
八　

幡
）

竹　

中　

正　

光（
曽　

左
）

花　

畑　

省　

次（
林　

田
）

竹　

田　

静　

子（
野　

里
）

教
養
講
師 

望　

月　

久　

雄　
　
　
　

趣
味
の
教
室
教
師 

鈴　

木　

光　

明　
　
　
　

新
年
度
役
員

感
謝
状
贈
呈
者

平
成
二
十
九
年
度

会　

長 　
 

奥　

西　

良　

行（
城　

陽
）

副
会
長 　
 

中　

井　

満　

明（
水　

上
）

　

同　
 　
 

村　

井　

源　

七（
安　

室
）

　

同　
 　
 

長
谷
川　

文　

夫（
峰　

相
）

　

同　
 　
 

森　

澤　

弘　

樹（
勝　

原
）

　

同　
 　
 

宇　

治　

貞　

子（
飾
磨
東
）

常
任
理
事 　
 

中　

谷　
　
　

力（
城　

南
）

（新）

　
　
　
 　
 

山　

口　

博　

子（
城　

西
）

　
　
　
 　
 

春　

名　

正　

男（
手　

柄
）

　
　
　
 　
 

吉　

川　

勝　

子（
高　

岡
）

（新）

　
　
　
 　
 

西　

村　

正　

幸（
四　

郷
）

（新）

　
　
　
 　
 

高　

谷　

雅　

代（
別　

所
）

　
　
　
 　
 

長　

濱　

正　

宏（
大　

塩
）

　
　
　
 　
 

針　

金　

佳
代
子（
白　

浜
）

（新）

　
　
　
 　
 

加　

藤　

定　

信（
飾
磨
中
島
）

　
　
　
 　
 

岡　

崎　

恵
美
子（
飾
磨
西
）

　
　
　
 　
 

長
谷
川　

寿　

二（
大　

津
）

（新）

　
　
　
 　
 

中　

村　

ツ
ヤ
子（
八　

幡
）

　
　
　
 　
 

高　

原　

澄　

夫（
旭　

陽
）

　
　
　
 　
 

生　

木　

美
智
子（
勝　

原
）

　
　
　
 　
 

内　

海　

資　

郎（
青　

山
）

（新）

　
　
　
 　
 

豊　

浦　

文　

江（
青　

山
）

　
　
　
 　
 

太　

田　
　
　

輝（
増　

位
）

　
　
　
 　
 

富　

垣　
　
　

光（
豊　

富
）

　
　
　
 　
 

中　

村　
　
　

勳（
城　

乾
）

（新）

　
　
　
 　
 

山　

田　

政　

美（
城　

乾
）

　
　
　
 　
 

芝　

原　

英　

三（
家　

島
）

　
　
　
 　
 

山　

本　

由
美
子（
坊　

勢
）

　
　
　
 　
 

岡　

田　

太　

郎（
前
之
庄
）

　
　
　
 　
 

桑　

田　

竹　

子（
莇　

野
）

　
　
　
 　
 

明　

星　

明　

秀（
香　

呂
）

（新）

　
　
　
 　
 

濱　

田　

し
づ
よ（
香
呂
南
）

（新）

　
　
　
 　
 

大　

前　

善　

信（
安
富
北
）

　
　
　
 　
 

古　

井　

千
津
子（
安
富
北
）

理　

事 　
 

水　

谷　

常　

正（
城　

巽
）

　
　
　
 　
 

高　

橋　

義　

夫（
城　

東
）

　
　
　
 　
 

春　

江　

正　

広（　
東　

）

　

本
年
度
の
姫
路
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
大
会
が
、
市
内
の
校
区
会
長
・
ク
ラ

ブ
会
長
・
校
区
女
性
部
代
表
の
参
加
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
中
井
副
会
長
の
大
会
宣
言

で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
・
物
故
者
へ
の

黙
祷
、
奥
西
良
行
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
次
に
姫
路
市
生
涯
現
役
活
動

優
秀
団
体
表
彰
・
永
年
勤
続
勇
退
者
感

謝
状
贈
呈
と
続
き
、
石
見
利
勝
姫
路
市

長
・
細
野
開
廣
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
後
、
祝
電
を
披
露
し
終
わ

り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
コ
ム
サ
ロ
ン　

理
事
長

２１

前
川
裕
司
氏
に
よ
る
「
地
域
の
た
め
、

人
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
」
の

講
演
が
あ
り
、
次
に
生
涯
現
役
大
賞
を

受
賞
さ
れ
た
白
鳥
校
区
川
西
台
生
涯
ク

ラ
ブ
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
事
務
局
か
ら
、
理
事
会
で
承

大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会
五
月
十
九
日
金

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

認
さ
れ
た

事
項
の
報

告
が
あ

り
、
村
井

副
会
長
の

閉
会
の
言

葉
で
大
会

を
終
え
ま

し
た
。
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３　第９８号 平成２９年６月１日

平成２８年度 愛の募金収支決算平成２８年度 愛の募金収支決算書書
〈収入の部〉������������������（単位：円）

摘　　　要金　�額項　　　目

７０校区３，３３８，４００校 区 募 金 総 額

利息１６，９８１雑 収 入

市助成金７５０，０００一般会計より繰入金

１，１０６，５６３前 年 度 繰 越 金

５，２１１，９４４収 入 合 計

〈支出の部〉

摘　　　要金　�額項　　　目

７件１３５，０００災害見舞金給付
（火災）

地
域
福
祉

２２５名３５６，２１１ねたきり会員訪問支
援
活
動 １，５１７名１，８９５，０００一人暮らし会員訪問

１，８５４名（各ブロック）１，５００，０４５シルバーヘルパー
地域支援活動費研　

　

修
７６，３４４友愛訪問活動研修

５回５９，８００実行委員会

４，０２２，４００事業費合計

事務用品３２，６０６消 耗 品 費

５７，００７通 信 費

募金の依頼趣意書７３，４４０印 刷 費

１４８，９４０雑 費

３１１，９９３事務費合計

熊本地震災害義援金５００，０００予 備 費

４，８３４，３９３支 出 合 計

〈基　　金〉

摘　　　要金　�額項　　　目

（平成２９年３月３１日現在）４４，５００，０００基 金

 次期繰越金　３７７，５５１円 

一一 般 会 計 報般 会 計 報 告告

平成２９年度�収入・支出予算表平成２８年度�収入・支出決算表

収 入 の 部収 入 の 部

９，１８０，０００会 費８，８８７，５００会 費

１４，６２０，０００補 助 金１４，４７３，７５０補 助 金

１，０００寄 附 金０寄 附 金

５，７６２，５００委 託 費６，４９５，０００委 託 費

１６，０００雑 収 入１１，６４１雑 収 入

２，３７６，２６６繰 越 金２，０４８，５０３繰 越 金

３１，９５５，７６６合　　　　計３１，９１６，３９４合　　　　計

支 出 の 部支 出 の 部

４１０，０００会 議 費２７３，３５６会 議 費

６，９８０，０００諸 給６，９７０，９１１諸 給

１，３００，０００費 用 弁 償１，２１６，４８０費 用 弁 償

１８０，０００旅 費１７９，９８０旅 費

１，４０５，０００需 用 費１，１５３，８９９需 用 費

３６０，０００諸 費２９４，８９６諸 費

６００，０００大 会 費５４６，８０８大 会 費

１，２００，０００慶 祝 費１，１３５，５１２慶 祝 費

３，１２５，７００教 養 文 化 費３，６８７，０００教 養 文 化 費

３，８２０，０００地 域 活 動 費３，６７８，８５０地 域 活 動 費

１，７８０，０００研 修 費１，６０７，２２１研 修 費

２，７００，０００広 報 費２，６９１，７３４広 報 費

４０，０００調 査 費３６，３３３調 査 費

４，８５６，８００健 康 増 進 費４，８１７，１４８健 康 増 進 費

７５０，０００繰 出 金７５０，０００繰 出 金

５００，０００積 立 金５００，０００積 立 金

１，９４８，２６６予 備 費０予 備 費

３１，９５５，７６６支 出 合 計２９，５４０，１２８支 出 合 計

（単位：円）

 次期繰越金　２，３７６，２６６円 

◆
生
涯
現
役
大

◆
生
涯
現
役
大
賞賞
（
１
ク
ラ
ブ
）

　
白
鳥
校
区　

川
西
台
生
涯
ク
ラ
ブ

◆
生
涯
現
役
賞
（
３
ク
ラ
ブ
）

　
勝
原
校
区　

山
戸
老
人
ク
ラ
ブ

　
城
乾
校
区　

山
野
井
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
香
呂
校
区　

田
野
第
二
老
人
ク
ラ
ブ

本年度も愛の募金にご協力下
さいますようお願い致します。
この貴重な募金は主として次
のような活動に活用させて頂
きます。

焔老人クラブ会員の災害見舞金
焔特別養護老人ホームや福祉施設の訪問
焔ねたきり・ひとり暮らし会員の訪問
焔友愛訪問活動の研修
焔シルバーヘルパー養成研修
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老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
行
事
に

参
加
し
、
知
ら
な
か
っ
た
人
と
顔
見
知
り

に
な
り
、
今
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

大
袈
裟
で
は
な
く
、
私
の
人
生
は
変

わ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
元
々
は
楽
し
い
こ

と
が
大
好
き
で
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、
最
初
の
一
歩
が
踏
み
だ
せ
ず
に
い
た

そ
の
時
、
友
達
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
に
誘
わ

れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
っ
て
？ 
は
じ
め
は
た
め

ら
っ
て
い
た
け
ど
、実
際
に
参
加
し
た
ら
、

私
が
思
っ
て
い
た
の
と
は
大
違
い
で
皆
さ

ん
明
る
く
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
る
の
を

見
て
、
先
入
観
で
物
事
を
決
め
つ
け
る
の

は
間
違
い
だ
っ
た
と
気
付
き
ま
し
た
。

　

行
事
に
参
加
す
る
度
、
見
る
こ
と
す
る

こ
と
に
驚
き
と
楽
し
さ
が
あ
り
、
益
々
魅

力
に
は
ま
り
ま
し
た
。
今
の
私
は
経
験
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
行
事
に
好
奇
心
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

何
を
し
て
も
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
楽
し
く
て

毎
日
が
嬉
し
い
、
自
分
が
自
分
で
な
く

な
っ
た
み
た
い
で
、
心
の
中
で
何
か
が

活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動
報報報報報報報報報報

活
動
報
告告告告告告告告告告告

の
結
び
方
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
折
り
紙
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ぬ
り
絵
な
ど
楽
し
い
遊

び
を
考
え
て
下
さ
り
、
一
時
間
「
あ
っ
」

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

週
に
一
度
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
が
あ

り
、
一
人
の
方
が
み
な
さ
ん
よ
り
一
足
は

や
く
こ
ら
れ
準
備
を
さ
れ
ま
す
。

　

春
か
ら
夏
は
参
加
さ
れ
る
方
も
多
い
の

で
す
が
冬
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
体
操
は

週
に
一
度
な
の
で
家
に
帰
る
と
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
に
全
国

統
一
の
リ
ズ
ム
で
身
体
に
し
み
こ
む
よ
う

に
な
れ
ば
一
人
で
も
、
仲
間
と
で
も
楽
し

く
長
続
き
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
と
い
わ
れ
る
な
か
、
と
に
か

く
健
康
寿
命
を
少
し
で
も
長
く
伸
ば
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
も
、
我

関
せ
ず
と
全
く
無
関
心
で
し
た
。
で
も
主

人
が
老
人
ク
ラ
ブ
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な

り
、
私
も
少
し
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

み
ん
な
の
輪
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
、

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
色
々
な
こ

と
に
努
力
さ
れ
て
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い

る
姿
を
み
て
、
少
し
ず
つ
心
が
動
か
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
七
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
月
一
回
認
知
症

サ
ロ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
月
曜
か
ら
金
曜

は
病
院
に
行
か
れ
る
方
が
あ
る
の
で
日
曜

日
に
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
お
世
話
を
し
て
下
さ
る
方
が

ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
で
、
認
知
症
の
話
や
紐

老
人
ク
ラ
ブ
に

　

参
加
し
て

広
畑
校
区　

岡
田
な
ぎ

バ
ァ
ー
ン
と
弾
け
た
感
じ
で
す
。
ま
だ
ま

だ
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
、
明

日
が
楽
し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
・
ウ
キ
ウ
キ
、

と
き
め
い
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
キ
ッ
カ
ケ
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
友
達
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
を

介
し
て
さ
り
げ
な
く
外
に
ひ
っ
ぱ
り
出
し

て
く
だ
さ
っ
た
会
長
さ
ん
に
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
九
月
二
十
四
、
二
十
五
日
両
日
、

岩
手
国
体
公
開
競
技
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
に
、
四
十
七
都
道
府
県
か
ら
九
十
六

チ
ー
ム
五
百
七
十
四
名
の
参
加
、
兵
庫
県

代
表
と
し
て
熟
年
十
月
一
日
号
に
紹
介
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

会
場
は
六
年
前
に
大
津
波
を
受
け
た
大

船
渡
市
盛
川
の
河
川
敷
公
園
で
、
広
々
と

し
た
天
然
芝
の
四
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
担
当
者
の
話
に
よ
る
と
芝
の
手
入

れ
は
、
数
年
前
か
ら
念
入
り
に
整
備
し
て

い
た
と
の
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
会
場
で

し
た
。

　

町
の
被
害
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
知
る
以

上
に
厳
し
い
姿
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

復
興
工
事
は
、
い
た
る
所
で
行
わ
れ
て

お
り
、
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
・
旅
館
も
被
害

に
遭
い
、
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

我
が
チ
ー
ム
は
、
健
闘
及
ば
ず
、
悔
し

い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
会

で
得
た
経
験
は
大
き
く
、
こ
れ
か
ら
の
余

生
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ

城
東
校
区　

蔭
木 
祥  
子 

さ
ち 

こ

岩
手
国
体
に
参
加
し
て

英
賀
保
校
区　

中
里
史
良
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昨
年
七
月
、
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
が
二
〇

一
七
年
二
月
二
十
六
日
、
私
の
誕
生
日
に

開
催
さ
れ
る
と
知
っ
て
人
生
最
後
の
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
次
男
に
言
う

と
「
や
め
と
い
た
方
が
え
え
で
、
年
な
ん

ぼ
や
思
と
ん
」
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
私

の
思
い
は
強
く
「
フ
ァ
ン
ラ
ン
五
㎞
」
制

限
時
間
四
十
分
に
申
し
込
み
、
九
月
十
六

日
の
抽
選
発
表
を
待
ち
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
、
應
聖
寺
（
お
う
し
ょ

う
じ
）に
沙
羅
双
樹
の
花
を
見
に
行
っ
た
。

　

沙
羅
双
樹
は
、
仏
教
で
聖
木
と
さ
れ
て

い
て
、
花
は
別
名
「
夏
椿
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
朝
咲
い
て
花
び
ら
を
散
ら
す
こ
と

も
な
く
、
花
の
姿
の
ま
ま
夕
方
に
は
散
っ

て
し
ま
う
、
は
か
な
い
一
日
花
。

　

緑
鮮
や
か
な
苔
む
す
庭
に
、
純
白
の
花

が
落
ち
て
趣
深
く
、
時
間
が
止
ま
っ
た
よ

う
に
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い
た
い
。
周
り

の
静
け
さ
に
心
洗
わ
れ
、
落
下
す
る
花
に

「
あ
わ
れ
」
を
感
じ
て
い
た
。

　

こ
の
寺
に
は
「
中
尊
寺
ハ
ス
」
が
あ
り
、

種
子
は
金
色
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
藤
原

泰
衡
の
首
桶
か
ら
発
見
さ
れ
、
八
百
年
の

時
を
経
て
蘇
っ
た
「
奇
跡
の
ハ
ス
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
今
、
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る

蕾
が
開
か
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

奧
州
藤
原
氏
そ
し
て
義
経
や
弁
慶
の
終

焉
の
地
で
あ
る
歴
史
に
、
思
い
を
馳
せ
沙

羅
双
樹
の
花
と
共
に
「
も
の
の
あ
わ
れ
」

を
感
じ
て
い
た
。

　

毎
日
一
時
間
は
歩
い
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
糖
尿
と
い
う
厄
介
な
病
を
持
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
お
医
者
さ
ん
か
ら
歩
き

な
さ
い
と
い
わ
れ
、
歩
き
始
め
て
八
年
に

な
り
ま
す
。
今
で
は
歩
か
な
い
と
落
ち
着

き
ま
せ
ん
。
歩
い
て
い
る
と
、
楽
し
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
同
病
の
人
と
も
沢

山
知
り
合
い
に
な
り
、
時
に
は
立
ち
止

ま
っ
て
、
古
く
か
ら
の
友
達
の
よ
う
に
話

し
込
ん
で
は
笑
い
合
っ
て
、ま
た
ね
ー
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
き
出
し
ま
す
。
自
然

の
移
り
変
わ
り
も
楽
し
く
、
山
、
花
、
草

と
見
て
い
る
と
、
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出

し
、
花
や
数
珠
玉
で
作
っ
た
首
飾
り
で
遊

ん
だ
こ
と
も
懐
か
し
く
、
心
が
温
か
く
優

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
先
い
つ
ま
で
歩
け
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
私
な
り
に
努
力
し
て
、
続
け
て

行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

神
様
か
ら
頂
い
た
足
腰
に
感
謝
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

的
形
校
区　

山
下
佐
代
子

　

昨
今
、高
齢
者
の
交
通
事
故
が
相
次
ぎ
、

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
高
齢

者
は
増
加
し
て
、
二
〇
二
五
年
頃
に
は
、

団
塊
世
代
の
人
た
ち
で
、
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
の
医
療
費
や
、
介
護
費
の
傾
向
を

見
れ
ば
、
当
然
、
病
院
や
介
護
の
受
け
入

れ
施
設
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

少
子
高
齢
化
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
期
待

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。将
来
的
に
は
、

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症
患
者

を
含
め
、在
宅
医
療
や
訪
問
看
護
方
式
に
、

シ
フ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
公
的
機
関
の
環
境
整
備
を

待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
の

見
守
り
、
ゴ
ミ
出
し
等
は
、
近
隣
住
民
、

地
域
社
会
の
役
割

勝
原
校
区　

三
宅
春
治

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
誰
で
も
支

え
手
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

全
体
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
、
可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
共
助
・
共
生

づ
く
り
が
望
ま
れ
ま
す
。

主主主主主主主主主主
張張張張張張張張張張
・・・・・・・・・・
随随随随随随随随随随

主
張
・
随
想想想想想想想想想想想

マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

前
之
庄
校
区　

三
木
さ
よ
子

花
の
寺

網
干
西
校
区　

重
永
成
子

　

雪
彦
マ
ラ
ソ
ン
が
無
く
な
り
、
走
る
の

を
や
め
て
十
四
年
、
息
子
の
言
っ
た
通
り

不
安
に
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
無

理
を
せ
ず
に
練
習
を
続
け
ま
し
た
。

　

一
月
十
九
日
神
河
町
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
二
十
七
分
台
で
完
走
出
来
、

少
し
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　

姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
当
日
は
穏
や
か
な
天

気
に
恵
ま
れ
、
バ
ア
チ
ャ
ン
ラ
ン
ナ
ー
は

私
一
人
だ
け
、
気
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
れ

ど
若
い
人
達
と
一
緒
に
走
る
こ
と
が
で
き
、

三
十
四
分
台
で
ゴ
ー
ル
、
バ
ン
ザ
ー
イ
外

　

成
し
遂
げ
た
満
足
感
、
生
き
る
喜
び
、

生
か
さ
れ
て
い
る
幸
せ
に
感
謝
で
す
。
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山
奥
の
朽
ち
た
る
小
屋
の
庭
先
に

　

椿
と
梅
が
美
し
き
を
競
う

余　

部　

上
田　

福
男

畦
道
に
増
え
に
増
え
ゆ
く
西
洋
の

　

タ
ン
ポ
ポ
さ
び
し
花
弁
少
な
く

青　

山　

片
山
喜
栄
子

雛
を
抱
け
る
親
鳥
強
し
枯
草
の

　

中
に
さ
わ
が
し
き
鳥
の
声
す
る

御
国
野　

岩
山
志
保
子

生
き
て
る
ぞ
九
十
二
歳
の
陽
が
昇
る

　
 
短  
歌 
を
詠
む
こ
と
何
時
ま
で
続
く

う 

た

城　

東　

佐
藤　

庸
夫

夕
方
に
恐
怖
感
じ
る
鵜
の
群
れ
が

　

急
に
飛
び
た
ち
山
へ
向
か
い
ぬ

大　

津　

田
井
東
吉
三

何
処
の
野
に
て
つ
つ
が
な
き
や
と
今
年
ま
だ

　

姿
見
せ
ざ
る
白
鷺
思
う御

国
野　

榮
川　

米
子

遊
歩
道
に
踵
返
せ
ば
向
い
風

　

頬
に
散
り
く
る
紅
き
山
茶
花

野　

里　

綿
貫　

澄
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
終
わ
り
た
る
後
寒
き
日
は

　

焚
火
を
囲
み
焼
芋
を
食
ぶ高

岡
西　

中
野
加
代
子

バ
ス
連
ね
老
人
ク
ラ
ブ
の
送
迎
車

　

シ
ニ
ア
の
研
修
に
一
役
担
う

高　

浜　

青
山　

春
子

稀
勢
の
里
渾
身
の
ね
ば
り
初
優
勝

　

涙
ひ
と
筋　

価
千
金城　

陽　

黒
田　

昭
代

鳥
た
ち
に
実
を
食
べ
ら
れ
て
庭
の
千
両

　

役
に
立
っ
た
と
思
う
だ
ろ
う
か

津　

田　

後
藤　

敦
子

幸
あ
れ
と
こ
の
地
に
嫁
ぎ
半
世
紀

　

お
だ
や
か
な
日
々
悲
喜
も
な
つ
か
し

八　

幡　

藤
本　

篤
子

た
っ
ぷ
り
と
筆
に
し
た
た
る
墨
滴
の

　

今
年
の 
文  
字 
「
金
」
草
書
体

も
ん 
じ

家　

島　

芝
原
美
恵
子

背
の
丈
は
で
こ
ぼ
こ
が
い
い
皆
ち
が
う

　

こ
と
が
楽
し
い
児
等
一
年
生

余　

部　

平
山　

廣
嘉

宮
漁
港
一
望
に
す
る
ケ
ア
ホ
ー
ム

　

バ
ス
急
坂
を
登
り
ゆ
く
な
り

家　

島　

大
野
イ
ト
子

本
立
て
に
向
き
た
る
度
に
目
に
入
り
て

　

未
だ
読
ま
ざ
る
「
平
穏
死
」
の
書

勝　

原　

荒
堀　

治
雄

霜
月
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
露
天
風
呂

　

五
人
の 
女 
に
三
日
月
お
ぼ
ろ

お
み
な

家　

島　

塩
澤　

文
子

音
も
な
く
湧
き
水
山
の
瀬
を
流
る

　

ね
こ
柳
芽
吹
き 
初 
め
た
る 
朝 

そ 

あ
し
た

青　

山　

藤
本　

澄
子

 
誰 
が
活
け
し
か 
陶 
の
器
に
う
す
く
れ
な
い
の

た 

す
え

　

山
茶
花
一
輪
い
ま
だ
咲
き
い
る

勝　

原　

塚
本　

清
子

む
ら
さ
き
の
ビ
オ
ラ
を
濡
ら
し
催
花
雨
の

　

音
な
く
降
る
を
窓
ご
し
に
見
ゆ

網
干
西　

三
木
よ
し
子

包
丁
の
切
れ
味
音
で
察
知
す
る

　

夫
が
砥
石
に
研
ぎ
く
れ
し
日
あ
り
き

網
干
西　

中
山
小
夜
子

春
一
番
昨
夜
の
海
鳴
り
連
れ
て
来
し

妻　

鹿　

篠
原　

泰
子

嬰
児
の
笑
み
に
生
か
さ
れ
春
近
し

香　

呂　

清
瀬　
　

晃

初
稽
古
城
借
景
に
竹
刀
振
る

飾
磨
東　

末
綱
た
か
子

人
影
に
ぱ
つ
と
散
る
雑
魚
水
温
む

城　

東　

後
藤　

新
男

穏
や
か
な
雲
招
き
た
し
春
の
窓

飾
磨
東　

室
田
ひ
ろ
み

寒
椿
燃
ゆ
る
想
ひ
や
紅
の
艶

大　

塩　

中
村　

千
里

ラ
ン
ド
セ
ル
並
ぶ
一
列
風
光
る

城　

陽　

三
木　

忠
典

手
に
熊
手
泥
田
返
し
て
蓮
根
掘
る

飾
磨
中
島　

東　
　

勝
美

春
陽
背
に
城
濠
の
鯉
浮
遊
す
る

糸　

引　

辰
巳　

静
代

侘
助
や
抹
茶
頂
く
好
古
園別　

所　

渡
部　

淳
子

吾
こ
こ
に
在
す
と
ば
か
り
山
桜

八　

木　

中
村　

佳
行

夜
半
の
窓
明
け
と
思
し
き
雪
明
り

勝　

原　

井
貫
ミ
ヤ
子

春
耕
や
ほ
ど
よ
き
土
に
鍬
軽
し

荒　

川　

田
中　

澄
子

鯱
瓦
尾
を
た
か
だ
か
と
城
の
春

広
畑
第
二　

松
本　

キ
ミ

着
膨
れ
て
自
慢
す
る
も
の
何
も
無
し

八　

木　

山
本　

幸
子

待
ち
わ
び
し
庭
の
水
仙
開
き
け
り

安　

室　

小
山
知
恵
子

堀
端
の
柳
見
上
げ
て
春
を
待
つ

野　

里　

井
上　

和
子

ベ
ラ
ン
ダ
の
千
切
大
根
笊
に
咲
く

荒　

川　

宮
部　

定
子

短　

歌　
小　

松　

カ
ヅ
子　
選

 
 熟
年
歌
壇 
―
投
稿

文
芸
欄

八
十
路
こ
え
寒
さ
に
負
け
て
家
こ
も
り

　

水
仙
芽
吹
き
ぬ
さ
あ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

広
畑
第
二　

森
下　

雄
幸

な
が
れ
く
る
「
影
を
し
た
い
て
」
口
ず
さ
む

　

母
の
お
は
こ
に
胸
あ
つ
く
し
て

家　

島　

西
野　

鏐
子

　
松　

岡　

洋　

巨　
選

　
○
印
…
…
秀
逸

○
戯
れ
雀
去
り
て
零
る
る
梅
の
花

英
賀
保　

中
島　

勝
之

○
来
年
も
着
る
ぞ
と
仕
舞
ふ
冬
コ
ー
ト

城　

東　

井
ノ
口
由
恵

○
吹
か
れ
ゆ
く
し
ろ
が
ね
の
絮
冬
芒

別　

所　

矢
島　
　

勉

○
つ
く
し
ん
ぼ
昨
夜
の
雨
受
け
び
つ
し
り
と

八　

木　

梶
原　

武
子

○
折
鶴
の
数
が
増
え
ゆ
く
春
炬
燵

荒　

川　

三
輪　

忠
子

○
潮
風
の
頬
刺
す
島
の
野
水
仙

荒　

川　

上
杉　

洋
子

　

登
閣
の
お
国
な
ま
り
も
は
づ
む
春

峰　

相　

木
下　

秀
信

　

茶
柱
の
ゆ
ら
り
と
立
ち
て
梅
日
和

御
国
野　

中
村　

玉
美

　

風
格
は
石
垣
に
あ
り
城
の
春

英
賀
保　

八
十
川
千
恵

　

神
宿
る
古
道
の
杉
や
冬
の
雨

別　

所　

高
谷　

邦
子

俳　

句

 
 熟
年
俳
壇 
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通
り
雨
雫
の
こ
し
て
春
の
空

安
室
東　

谷
岡　

芳
子

来
し
方
を
つ
ぶ
や
く
や
う
に
春
焚
火

城　

巽　

中
島　
　

保

庭
師
来
て
整
ふ
花
壇
ぼ
た
ん
の
芽

荒　

川　

中
野　

妙
子

毎
日
が
静
か
で
多
忙
花
八
ツ
手

増　

位　

仁
上
モ
ト
ヱ

閑
か
な
る
川
面
に
ぷ
く
と
鳰
一
羽

谷　

内　

橋
本
和
佳
子

夢
一
つ
持
ち
続
け
た
し
鼓
草

城　

西　

長
谷
川
泰
子

寒
も
ど
り
湯
呑
み
を
頬
に
当
て
て
み
る

城　

東　

別
所
佳
代
子

薄
氷
に
声
の
飛
び
交
ふ
通
学
路

御
国
野　

三
木　

敏
夫

う
ら
ら
か
や
雀
の
踊
る
並
木
道

大
津
茂　

望
月　

久
雄

気
合
入
れ
屈
伸
運
動
風
光
る

飾
磨
東　

山
本　

禎

次

〈
選
者
吟
〉

春
炬
燵
表
紙
の
硬
き
絵
本
か
な
　
松
岡　

洋
巨

良
き
香
り
の
せ
蝋
梅
の
黄
に
光
る

余　

部　

山
根　

義
子

落
葉
掻
き
昭
和
の
暮
ら
し
セ
ピ
ア
色

広　

峰　

井
上　

朝
子

農
婦
等
の
集
ふ
社
務
所
の
目
貼
り
か
な

香
呂
南　

中
務
み
き
子

〈
選
者
よ
り
〉

　

次
回
募
集
の
句
の
季
題
は
「
夏
」
で
す
。

御
出
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 
 熟
年
川
柳 
―
投
稿

川　

柳

汗
が
飛
ぶ
若
い
力
士
の
力
こ
ぶ

水　

上　

田
辺　

禎
一

傘
寿
来
て
免
許
返
納
日
々
悩
む

妻　

鹿　

篠
原　

繁
明

恋
猫
や
決
闘
し
た
か
耳
に
怪
我

御
国
野　

中
村　
　

仁

年
玉
を
当
て
に
長
生
き
願
う
孫

網　

干　

吉
田　

善
次

ぼ
け
防
止
あ
る
物
だ
け
で
新
メ
ニ
ュ
ー

船　

津　

平
石　

聰
子

平
服
で
と
言
わ
れ
て
ま
よ
う
ネ
ク
タ
イ
に

谷　

内　

西
口　

紀
夫

菜
の
花
に
心
も
は
ず
み
春
帽
子

網　

干　

酒
井
恵
美
子

向
日
葵
は
プ
ラ
ス
思
考
で
す
ー
っ
と
立
ち

網　

干　

津
田　

良
子

映
画
館
シ
ニ
ア
割
引
き
頬
ゆ
る
む

旭　

陽　

中
村
美
貴
子

初
日
の
出 
永  
遠 
に
育
む
夫
婦
愛

と 

わ

豊　

富　

大
西　

初
美

医
者
の
顔
浮
か
び
宴
会
控
え
気
味

広　

畑　

長
澤　

辰
三

人
そ
れ
ぞ
れ
苦
あ
り
楽
あ
り
人
生
は

野　

里　

江
本　

幸
子

七
五
三
や
ん
ち
ゃ
の
曾
孫
す
ま
し
顔

網
干
西　

丸
尾
冨
美
子

余
裕
あ
る
頃
に
は
欲
し
い
物
は
無
し

選　

者　

綾
部　

明
美

　
松　

岡　

洋　

巨　
選

菜
の
花
や
流
る
る
雲
も
染
ま
り
た
る

城　

陽　

青
山　

一
蔵

老
い
支
度
後
へ
回
し
て
二
月
尽

四　

郷　

伊
藤　

淳
子

雪
解
道
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
の
上
機
嫌

香
呂
南　

江
藤
か
つ
え

初
音
聴
き
勇
気
ら
し
も
の
湧
き
上
が
る

糸　

引　

岡
本　

清
子

は
ば
か
ら
ず
人
の
住
処
を
猫
の
恋

前
之
庄　

片
岡
サ
ヨ
子

雪
解
川
堰
越
す
音
の
猛
々
し

古　

知　

亀
井　

榮
弘

吹
雪
く
と
も
静
か
に
座
す
る
野
の
地
蔵

城　

東　

神
崎　

幸
世

山
眠
る
言
ひ
た
き
こ
と
を
が
ま
ん
し
て

城　

乾　

木
下　

安
江

福
引
き
や
鐘
の
音
響
く
大
当
た
り

広　

畑　

黒
坂　

保
矩

物
の
芽
の
膨
れ
ふ
く
れ
て
弾
け
を
り

白　

浜　

小
西　

敬
子

黄
水
仙
同
じ
高
さ
に
花
揺
ら
ぐ

城　

東　

鈴
木　

章
子

 
 す
こ
や
か
句
会 
―
趣
味
の
教
室

罪
す
べ
て
許
す
気
に
な
る
花
の
下

城　

北　

美
原
よ
し
の

五
線
譜
を
渡
っ
て
春
が
来
る
気
配

曽　

左　

福
本　

貞
子

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
命
の
果
つ
る
ま
で
歩
く

手　

柄　

長
谷
川
妙
子

青
い
空
見
れ
ば
な
ぐ
さ
め
な
ど
要
ら
ぬ

水　

上　

田
中　

怜
子

行
き
先
の
定
ま
ら
ぬ
ま
ま
向
こ
う
岸

　
高
岡
西　

梅
田　

泰
三

家
中
を
L
E
D
に
し
て
生
き
延
び
る

八　

幡　

川
崎　

怜
子

 
 川
柳
『
千
姫
』

　
前　

田　

芙
巳
代　
選

　

平
成
二
十
八
年
六
月
交
通
事
故
に
遭
い
、

闘
病
八
ヶ
月
本
年
二
月
二
十
四
日
に
死
去

（
飯
塚
秋
廣
）
遺
句

仏
壇
に
感
謝
の
言
葉
母
の
日
に飯

塚　

秋
廣

先
ず
一
歩
そ
の
一
歩
が
踏
み
出
せ
ず

北
条
て
る
代

健
や
か
な
卒
寿
と
並
び
ボ
ー
ル
打
つ

小
林　

保
子

果
た
せ
な
い
約
束
思
う
空
は
秋
　
岸　
　

節
子

年
金
は
減
る
一
方
で
夢
が
な
い中

野　
　

博

枝
分
か
れ
次
々
子
孫
増
え
て
行
き西

島　

昭
郎

此
処
は
こ
れ
旅
の
思
い
で
地
図
に
◯

　
（
代
表
）
中
野　
　

忠

　
綾　

部　

明　

美　
選

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
お
供
の
犬
に
も
ご
あ
い
さ
つ

別　

所　

鈴
木　

克
美

補
助
金
は 
何 
れ
孫
子
の
羽
根
を
切
る

い
ず

莇　

野　

椿　
　

安
幸

 
 荒
川
同
好
会
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第９８号　８平成２９年６月１日

出展作品を募集します
高齢者作品展6月からの行事予定

機関紙「熟年９８号」発行
ニューリーダー研修会
校区女性部代表研修会

シルバーヘルパー地域支援活
動研修会（各ブロック）
高齢者作品展
（イーグレひめじ市民ギャラリー）

「米寿・白寿」慶祝記念品贈呈
歩こう会（各ブロック）
SPC（シルバーパワークリーン）作戦
ニュースポーツ大会

機関紙「熟年９９号」発行
高齢者スポーツ大会

平成２９年
６月
 １日木
 １３日火
 ２７日火

８月
８月〜２月
 
３０日水〜
９月４日月

９月
９月〜１１月
 １９日火
２７日水

１０月
 １日日
３１日火

出展資格 　満60歳以上の姫路市民
募集作品 　洋画、日本画、水墨画、書、陶芸、彫刻、

盆栽、写真、工芸、手芸等
　　　　　　自己創作で未発表の作品。一人一作品。
　　　　　　一人で搬入可能な大きさのもの。
展示期間 　8月30日水〜9月4日月
展示場所 　イーグレひめじ 市民ギャラリー
申込方法 　7月7日金までに、ハガキ、ファクスまたはメール

で、部門と作品名（ふりがな）、サイズ、日本画・水墨
画・書は作品の形状（軸・額の別）、洋画は作品の号
数、手芸は作品の種類、住所、氏名（ふりがな）、電話
番号、8月30日現在の年齢を生涯現役推進室まで。

申 込 先 　〒670-8501
　　　　　　姫路市安田四丁目1番地 生涯現役推進室
　　　　　　TEL. 221−2986　FAX. 221−2972
　　　　　　メール▶ikigai@city.himeji.lg.jp
 ※応募多数の場合は調整させて頂くことがあります。 

『熟年』の原稿を募集します 。
 投稿規程 
１投稿は、会員に限ります。
　　…校区名 ・ クラブ名 ・ 氏名 ・ 電話番号を楷書で
２クラブ活動の様子・提言・随想・詩など
　　…写真やイラストを除いて４００字以内で
　　　詩は、１６字×２０行以内
３短歌・俳句・川柳など
　　…はがき１枚に１人３首（句）まで
　　　俳句は、俳句欄末の兼題で（雅号不可）
４編集の都合で添削し、割愛または次号に回すこ
とがあります。
　原稿は、すべて返却しません。ご了承ください。

 原稿の送り先 
〒６７０‐０９４３ 姫路市市之郷１００６‐８
姫路市すこやかセンター内
　姫路市老人クラブ連合会　事務局「熟年」係

次回締切りは8月1日です。

老人クラブ事務局
執務時間

月・火・木・金　９：００〜１７：００
土　　　　 　９：００〜１５：００
水・日・祝日　　休日　　　 

機関紙「熟年」は、ホームページでもご覧いただけます。

URL http://www.hime-ro-ren.com/

　

棟
方
志
功
の
版
画
「
宇
宙 
讃 
」
が
、

さ
ん

カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
の
偽
物
に
す
り
替
わ
っ

て
い
た
と
発
表
し
た
。
ま
さ
か
？

　
「
ま
さ
か
」
と
言
え
ば
、
千
葉
県
で
小

学
生
の
リ
ン
ち
ゃ
ん
が
殺
害
さ
れ
た
。

そ
れ
も
容
疑
者
は
保
護
者
会
の
会
長
で

毎
朝
登
校
の
見
守
り
活
動
を
し
て
い
た

と
の
こ
と
、
同
じ
見
守
り
活
動
を
し
て

い
る
我
々
は
複
雑
な
思
い
だ
。

　

今
回
も
会
員
の
み
な
さ
ま
よ
り
、
素

晴
ら
し
い
原
稿
が
よ
せ
ら
れ
感
謝
を
致

し
て
お
り
ま
す
。　

号
の
紙
面
が
２

９８

ペ
ー
ジ
少
な
く
投
稿
者
の
ご
希
望
に
は

添
え
ま
せ
ん
で
し
た
。　

号
に
調
整
さ

９９

せ
て
頂
き
ま
す
が
、
次
回
の
原
稿
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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